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日
本
海
に
面
し
た
秋
田
県
に
は
夕
陽
の
美
し

い
ポ
イ
ン
ト
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
中
で
も
秋
田

を
象
徴
す
る
景
色
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の

が
出
戸
浜
海
岸
付
近
だ
。
秋
田
市
内
か
ら
潟
上

市
へ
と
至
る
県
道
56
号
沿
い
に
あ
り
、
両
市
境
数

㎞
の
区
間
で
は
、
車
上
か
ら
も
写
真
同
様
の
眺
め

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
写
真
は
昨
年
9
月

上
旬
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
弓
状
に
連
な
る
砂
浜

の
先
端
に
位
置
す
る
の
が
男
鹿
半
島
だ
。
そ
の
半

島
の
左
側
の
山
塊
は
ナ
マ
ハ
ゲ
が
住
む
と
い
う

真
山
・
本
山
、
右
側
が
全
山
天
然
芝
に
覆
わ
れ
た

寒
風
山
だ
。
秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
太
陽
の
沈
む
ポ

イ
ン
ト
が
北
に
ず
れ
、
夕
陽
の
中
に
男
鹿
半
島
の

シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
ぶ
、
美
し
い
景
色
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
秋
田
と
い
う
地
名
は
、

「
突
き
出
し
た
男
鹿
半
島
の
形
が
、
人
間
の
顎（
ア

ゴ
）の
形
に
似
て
い
た
」こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う

説
も
あ
り
、日
本
最
古
の
歴
史
書「
日
本
書
紀
」に

は
、「
顎
田（
あ
ぎ
た
）」と
し
て
登
場
。そ
の
後
、「
あ

き
た
」の
読
み
に
転
じ
た
と
さ
れ
る
。

お問い合せ●潟上市産業建設部産業課商工観光班　TEL018-855-5120
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田

の

四

季

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】参拾九の巻

秋号

こ
の
夕
陽
、日
本
書
紀
の
著
者
も
見
た
か
も
し
れ
な
い
。

出
戸
浜
海
岸
付
近
か
ら
の
夕
陽



戦
争
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
で
は
夫
を
息
子
を

亡
く
し
た
家
庭
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

創
業
以
来
、
地
域
共
栄
を
社
是
と
し
て
き

た
弊
社
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
家
族
同
様

の
悲
し
み
。
戦
争
が
当
社
に
残
し
た
傷
跡

は
、
見
た
目
以
上
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。

小
玉
醸
造
物
語
⑱

　
弊
社
子
弟
な
ら
で
は
の
技
術
を
生
か

し
た
者
も
い
ま
し
た
。
友
吉
の
四
男
健
吉

は
、
昭
和
17
年
10
月
、
大
学
卒
業
と
同
時

に
北
部
第
23
部
隊
に
入
営
し
ま
す
。
そ
の

後
、
昭
和
18
年
5
月
か
ら
12
月
ま
で
陸
軍

だ 

よ 

り

小
玉
醸
造
129
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編 

そ
の
12
】

　
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
、
弊
社
従
業
員
、

小
玉
一
族
か
ら
も
次
々
と
出
征
。
南
方
マ

ニ
ラ
、
ソ
満
国
境
警
備
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
任
地
で
任
務
を
遂
行
し
ま
す
。

　
一
族
の
中
か
ら
は
7
人
が
出
征
し
ま

す
が
、
最
も
長
く
軍
務
に
服
し
た
の
が
小

玉
友
吉
の
甥
の
貞
一
郎（
友
吉
の
弟
貞
治

の
長
男
）で
し
た
。
昭
和
12
年
陸
軍
歩
兵

少
尉
と
し
て
召
集
。
秋
田
第
17
連
隊
に
入

隊
し
、
満
州
に
渡
り
関
東
軍
に
編
入
。
ソ

満
国
境
警
備
つ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
2
度

の
解
除
、
召
集
を
経
て
、
陸
軍
大
尉
と
し

て
青
森
県
三
沢
市
付
近
の
海
岸
防
衛
の

小
玉
一
族
か
ら
は
7
人
が
出
征
す
るが

無
事
帰
還
し
ま
す
が
、
弊
社
社
員
の
中

に
は
、
本
土
か
ら
遥
か
か
な
た
の
戦
地
に

て
命
を
落
と
さ
れ
た
方
も
数
人
い
ま
す
。

ま
た
、
命
か
ら
が
ら
帰
還
し
た
も
の
の
、

負
傷
し
て
そ
の
ま
ま
会
社
に
復
帰
で
き

な
か
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
弊
社
の
あ
る

飯
田
川
地
区
で
は
、
空
襲
な
ど
直
接
的
な

機
甲
整
備
学
校
に

入
校
。
昭
和
19
年
４

月
か
ら
は
一
転
し

て
、
陸
軍
燃
料
本
部

技
術
研
究
所
に
勤

務
。
当
時
、
航
空
燃

料
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
研

究
に
従
事
。
技
術
者
と
し
て
貢
献
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
貞
治
の
三
男
・
春
生
、
四
男
・

良
平
、
五
男
・
邦
典
さ
ら
に
、
晟
吉（
友
吉

の
弟
）の
長
男
・
尚
太
郎
も
軍
務
に
服
し

ま
し
た
。
貞
治
は
一
家
よ
り
子
息
4
人
を

戦
場
に
送
っ
た
功
労
に
よ
り
、
感
謝
状
・

金
一
封
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
小
玉
一
族
の
7
人
は
全
員

01

秋田支店にて出征した正巳と友吉他家族。向かって右側の樽の札には陸軍大将、眞崎甚三郎の名前が見える。

友吉の次女チヨと佐藤治三郎の結婚。

任
務
期
間
中
に
終
戦
。
20
年
10
月
に
復
員

し
ま
す
。

　
友
吉
の
三
男
・
正
巳
も
昭
和
12
年
7
月
、

日
華
事
件
勃
発
と
同
時
に
、
陸
軍
歩
兵
少

尉
と
し
て
召
集
さ
れ
ま
す
。
翌
13
年
に
は

中
国
山
西
省
に
出
征
、

連
体
旗
手
も
務
め
ま

す
。
15
年
に
召
集
解

除
さ
れ
る
も
、
18
年

再
度
召
集
を
受
け
秋

田
連
隊
区
司
令
部
に

勤
務
。
20
年
8
月
に

終
戦
復
員
し
ま
す
。

戦
況
ま
す
ま
す
厳
し
く
、一
族
、従
業
員
か
ら
も

南
方
、大
陸
へ
と
多
く
の
人
々
が
出
征
し
た

弊
社
に
と
っ
て
も
大
き
か
っ
た
戦
争
の
傷
跡

佐
藤
治
三
郎（
友
吉
の
女
婿
）は

海
軍
侍
従
武
官
を
務
め
た
。

友吉の三男・正巳の出征風景。
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よ
も
や
ま
見
聞
録

　
中
・
高
校
生
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、

大
学
時
代
は『
早
稲
田
ハ
イ
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』に
所
属
。
そ
の

後
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
一

方
、
Ｃ
Ｄ
制
作
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催
な

ど
、
地
域
の
音
楽
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
き
た
羽
根
川
さ
ん
。
実
は
羽
根
川
さ

ん
は
弊
社
元
社
員
。
通
販
企
画
並
び
弊

誌『
蔵
』の
仕
掛
け
人
で
も
あ
り
、
社
内

の
要
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
片
道
73
　

の
通
勤
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
長

年
の
夢
で
あ
っ
た
地
元
・
角
館
で
音
楽
ス

ペ
ー
ス
を
開
設
す
べ
く
、
平
成
14
年
秋

に
退
社
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
退
職
を
知
っ

た
隣
町
の
旧
中
仙
町
町
長
か
ら
、
当
時

建
設
中
だ
っ
た
町
民
会
館（
現
・
中
仙
市

民
会
館
ド
ン
パ
ル
）の
副
館
長
就
任
の
要

弊
社
社
員
か
ら

市
民
会
館
の
副
館
長
に
転
身

請
を
受
け
る
こ
と
に
。
聞
け
ば
議
会
は

す
で
に
説
得
済
み
と
の
こ
と
。
想
定
外

の
展
開
だ
っ
た
が
、
そ
の
熱
意
に
応
え
る

べ
く
要
請
を
快
諾
。
平
成
15
年
４
月
に

副
館
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

市
町
村
合
併
に
伴
い
勤
務
先
が
大
曲
市

民
会
館
に
変
わ
る
も
の
の
、よ
り
精
力
的

に
活
躍
。
日
々
の
事
務
業
務
に
加
え
、
舞

台
技
術
職
員
と
し
て
、
音
響
･
照
明
を

羽 

根 

川 

和 

雄 

さ
ん

に
お
け
る
自
主
事
業
公
演
へ
の
予
算
配

分
が
東
北
屈
指
と
い
う
事
実
も
努
力
の

結
果
で
あ
る
。

　
場
面
は
今
か
ら
十
年
後
。
都
内
名
門

ホ
ー
ル
で
の
少
女
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ
サ

イ
タ
ル
が
大
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。
挨

拶
も
き
ち
ん
と
で
き
る
、
田
舎
っ
ぽ
い

け
ど
抜
群
に
上
手
い
利
発
な
子
だ
っ
た
。

舞
台
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
聞
い
た
。「
あ
な

た
礼
儀
も
正
し
い
し
、
ピ
ア
ノ
も
上
手
。

ど
こ
で
教
わ
っ
た
の
？
」。「
は
い
。
私
が

生
ま
れ
た
田
舎
に
、ド
ン
パ
ル
っ
て
云
う

ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
は

２
歳
の
時
か
ら
そ
こ
で
弾
い
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
の
舞
台
の
お
じ
さ
ん
か
ら
、
将

来
世
界
に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
に
っ
て
、
挨
拶
の
仕
方
と
か
い
ろ
い

含
む
舞
台
管
理
の
ほ
か
、
ア
マ
チ
ュ
ア

団
体
等
の
利
用
時
に
は
、
舞
台
演
出
・
音

響
・
照
明
の
操
作
も
担
当
。
さ
ら
に
、
市

内
四
館
の
自
主
事
業
公
演
、
管
理
運
営

の
調
整
、
技
術
指
導
、
催
事
の
サ
ポ
ー
ト

等
な
ど
何
役
も
こ
な
し
て
い
る
マ
ル
チ

人
で
あ
る
。

　「
地
方
が
一
流
に
な
ら
ず
し
て
日
本

全
体
が
真
の
一
流
に
な
ら
ず
。
こ
れ
か

ら
は
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
時

代
。
ま
ず
は
、
大
仙
市
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ

の
先
鞭
を
切
ろ
う
」と
い
う
羽
根
川
さ

ん
ら
の
信
念
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、

大
仙
市
で
は
、ウ
イ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
ブ
ラ

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
等
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
劇

団
四
季
な
ど
国
内
外
の
一
流
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
公
演
を
実
現
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
舞
台
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
ス
キ
ル
、

姿
勢
も
目
指
す
は
世
界
基
準
。
市
財
政

●プロフィール／昭和29年3月20日角館生まれ　角館町在住
大学卒業と同時に弊社に就職。営業、広報・宣伝の仕事を務めるが平成14年秋に退社。その後、
中仙町町民会館の副館長に就任。現在は市内四つの市民会館を統括する部署で副主幹を務める。

はねさんの「週刊・Don-Pal・ドンパル」 http://donpal.exblog.jp/

羽
根
川
さ
ん
た
ち
が
目
指
す

あ
る
場
面
と
は
・・・

ろ
教
わ
り
ま
し
た
」…
。
羽
根
川
さ
ん
曰

く
「
そ
ん
な
子
が
一
人
で
も
出
て
く
れ
る

こ
と
が
夢
で
す
。
夢
と
言
う
よ
り
、
す
で

に
そ
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま
す
。
同
好

会
の
発
表
会
と
か
で
も『
ば
っ
ち
ゃ
ん
！

来
年
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
さ
出
る
時
も

役
に
立
つ
よ
！
覚
え
と
い
て
！
』な
ん
て

言
っ
て
ま
す
」と
笑
う
。

　
そ
ん
な
羽
根
川
さ
ん
の
テ
ー
マ
フ

レ
ー
ズ
は「
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
！
」。

「
こ
れ
ぞ
舞
台
芸
術
の
醍
醐
味
。
何
か
を

仕
掛
け
る
時
も
、
こ
れ
が
な
い
と
面
白

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
無
き
ゃ
あ

無
い
な
り
に
、
足
り
な
き
ゃ
あ
足
り
な

い
な
り
に
、工
夫
し
て
楽
し
ま
な
い
と
」。

羽
根
川
さ
ん
ら
の
頑
張
り
を
も
っ
と
知

る
に
は
本
人
の
ブ
ロ
グ「
は
ね
さ
ん
の

『
週
刊
・
ド
ン
パ
ル
』」の
チ
ェ
ッ
ク
が
一
番
。

最
新
の
ス
テ
ー
ジ
情
報
、
他
言
無
用
の

舞
台
裏
秘
話
も
満
載
だ
。

合
言
葉
は「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
実
現
！

地
方
文
化
の
創
造
と
育
成
に
第
2
の
人
生
を
か
け
る

大
仙
市
教
育
委
員
会
・

大
曲
市
民
会
館
で
活
躍
す
る

副
主
幹
の
お
話

km

「中仙市民会館ドンパル」
にて。音響技能士、照明技
術者一級の資格も所有す
る羽根川さん。日本照明家
協会の東北支部事務局次
長も務める。
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お酒、料理

お酒、料理

　
北
東
北
最
大
級
の
繁
華
街
・
秋
田
市
川
反
、
五
丁
目
橋
た
も
と
に
あ
る

焼
き
鳥
居
酒
屋
。
カ
ウ
ン
タ
ー
15
席
、
テ
ー
ブ
ル
計
20
席
が
あ
り
、
平
日
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
＆
Ｏ
Ｌ
、
週
末
は
若
者
で
に
ぎ
わ
う
。
そ
の
人
気
の
秘
密
は
、

毎
日
、
い
つ
で
も
、
店
内
メ
ニ
ュ
ー
が
す
べ
て
一
品
2
8
0
円（
税
込
2
9
4

円
）の
格
安
均
一
料
金
。
む
ね
、
も
も
、
は
つ
、
せ
せ
り
、
ぼ
ん
じ
り
な
ど
の
焼

き
鳥
、
豚
ト
ロ
、
野
菜
な
ど
の
串
焼
き
か
ら
、
揚
げ
物
、
煮
込
み
、
と
り
め
し

丼
な
ど
70
種
以
上
あ
る
料
理
、さ
ら
に
、生
ビ
ー
ル
、日
本
酒
、焼
酎
も
す
べ

て
同
一
料
金
。
九
州
の
本
格
焼
酎
は
約
30
種
、
太
平
山
生
酉元
純
米
を
は
じ
め
、

他
店
で
は
倍
以
上
の
価
格
が
相
当
と
さ
れ
る
焼
酎
・
日
本
酒
も
、
グ
ラ
ス
1

杯
2
8
0
円（
税
込
2
9
4
円
）で
楽
し
め
る
財
布
に
優
し
い
店
な
の
だ
。

　
安
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
素
材
も
味
も
し
っ
か
り
吟
味
。
鶏
肉
は
青
森
県
産

　
オ
ー
ナ
ー
は
、
秋
田
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
・

石
井
浩
郎
氏
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
な
ど
で
活
躍
し
た
現

役
時
代
、
遠
征
先
の
博
多
で
出
会
っ
た
も
つ
鍋
の
美

味
し
さ
に
感
動
。そ
の
後
、事
あ
る
た
び
に
通
い
、当

地
で
20
数
年
愛
さ
れ
た
名
店
秘
伝
の
レ
シ
ピ
を
伝

授
。
東
京
・
恵
比
寿
店
、
銀
座
店
に
続
き
昨
年
10
月

に
秋
田
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
美
味
し
さ
は
既

に
全
国
に
も
知
ら
れ
、
横
浜
、
仙
台
、
富
山
に
も
同

店
舗
名
の
グ
ル
ー
プ
店
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
特
製
も
つ
鍋
は「
龍
秘
伝
の
た
れ
」、「
特
製
あ
っ
さ
り

塩
」、「
特
製
ぴ
り
辛
醤
油
」、「
特
製
カ
レ
ー
味
」そ
し
て
、
辛
味
と
旨
味
の
バ

ラ
ン
ス
も
絶
妙
な「
龍
秘
伝
の
た
れ
紅
」の
5
種
類
。
鍋
の
具
は
ニ
ラ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
モ
ヤ
シ
の
山
盛
り
野
菜
、
豚
バ
ラ
肉
と
熊
本
産
和
牛
白
も
つ
。
丁
寧

な
下
処
理
を
施
し
て
お
り
、
奥
深
く
あ
と
を
引
く
美
味
し
さ
。
し
か
も
、
コ

ラ
ー
ゲ
ン
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
タ
ッ
プ
リ
の
健
康
食
。

オ
ー
ナ
ー
の
石
井
氏
が
夢
中
に
な
っ
た
の
も
頷
け
る
。〆
用
の
特
製
麺
も
あ

やきとり
太郎 ●ローソン

五丁目橋横町通り 南大通り

●メガネの玉屋

●焼肉大昌苑

●華のゆ
ホテルルートイン
グランティア秋田

●第一会館

●
た
ち
そ
ば

川
反
通
り

旭

　川

店内メニューすべて280円【税込294円】
●お　酒
太平山　辛口造り（徳利・グラス）
太平山　太平山生酉元純米（グラス）

●おすすめ料理
鶏もも大串　鶏むね大串
豚トロ　豚バラ　

（焼き鳥・串焼きは2本一組）
ねぎとんポン酢
網走産一夜干イカ焼き

秋田市大町6-12-13
メゾン・ド・むらやまビル１F
TEL018-896-6612
営業時間／
日〜木曜　17：00〜 24：00（LO23：15）
金　　土　17：00〜１：00（LO24：15）
定休日／無　休

を
中
心
と
し
た
国
産
銘
柄
鳥
。串
打
ち
、つ

く
ね
作
り
も
自
店
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
も
の
。

焼
き
鳥
、
串
焼
き
は
す
べ
て
備
長
炭
に
よ

る
炭
火
焼
。
特
製
タ
レ
、
天
然
岩
塩
と
沖

縄
海
塩
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
塩
、
い
ず
れ
の

味
付
け
も
美
味
い
と
評
判
で
、
最
近
は
持

ち
帰
り
の
利
用
も
多
い
と
か
。
一
品
料
理

で
は
、
豚
ト
ロ
、
豚
バ
ラ
の
天
婦
羅
に
、
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
添
え
、
特
製
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
い
た
だ
く「
ね

ぎ
と
ん
ポ
ン
酢
」、
表
面
パ
リ
ッ
と
中
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
な「
も
も
大
串
」な
ど

が
オ
ス
ス
メ
。
思
わ
ず
ビ
ッ
ク
リ
！
豚
の
容
器
に
入
っ
て
登
場
す
る「
豚
ト

ロ
焼
き
」「
豚
バ
ラ
焼
き
」も
遊
び
心
満
点
。
フ
リ
ー
の
お
客
さ
ん
が
大
半
と

の
こ
と
で
、出
張
・
旅
行
な
ど
、一
人
で
も
入
り
や
す
い
雰
囲
気
も
魅
力
だ
。

り
、
最
後
ま
で
そ
の
美
味
し
さ
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
鍋
以
外
の
単
品
料
理
で
は「
自
家
製
鶏
つ
く

ね
」、「
和
牛
も
つ
の
辛
子
味
噌
焼
き
」な
ど
が
オ

ス
ス
メ
。
つ
く
ね
は
ナ
ン
コ
ツ
の
コ
リ
コ
リ
と
し

た
食
感
が
ア
ク
セ
ン
ト
。
付
け
合
せ
の
生
玉
子

を
付
け
て
い
た
だ
く
と
美
味
し
さ
が
グ
ー
ン
と

ア
ッ
プ
。
辛
子
味
噌
焼
き
は
、
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
感
と
し
っ
か
り
と
し
た
味
付
け
が
特
徴
だ
。

本
場
の
も
つ
鍋
と
相
性
抜
群
の
九
州
産
本
格

焼
酎
も
40
種
ほ
ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
4
席
の
ほ
か
、
小
上
が
り
、

テ
ー
ブ
ル
席
、
座
敷（
9
畳
×
２
）と
店
内
ペ
ー
ス
も
多
彩
。
家
族
連
れ
か
ら

グ
ル
ー
プ
、宴
会
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
で
利
用
で
き
る
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

秋
田
で
太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

秋
田
市
川
反

や
き
と
り
太
郎

焼
き
鳥
は
す
べ
て
国
産
銘
柄
鳥
の
炭
火
焼
。

料
理
も
お
酒
も
一
品
す
べ
て
2
8
0
円
の
均
一
価
格

博多もつ鍋 龍 秋田店

●県庁 ●県庁第二庁舎

●半兵ェ

●秋田タイヤ

●焼肉わかば
●キッチン一番●

五晃ナガハマコーヒー●
荒磯ラーメン●

つぼ八●

●市役所 NHK跡

●消防署

山王大通り

け
や
き
通
り

●お　酒
太平山　辛口造り 一合400円
太平山　辛口造り 二合750円

●おすすめ料理
龍特製博多もつ鍋 1280円〜
 （1人前／注文は2人前〜）
自家製鶏つくね 600円
和牛もつの辛子味噌焼き 750円

秋田県秋田市山王2-8-17-1F
TEL018-866-1860
営業時間／　
平　日　17：00〜24：00
金　土　17：00〜2：00
祝　日　17：00〜23：00
＊ラストオーダーは各1時間前
定休日／日曜（連休時は最終日）

秋
田
市
山
王

博
多
も
つ
鍋
　
龍
　
秋
田
店

本
場
・
博
多
で
親
し
ま
れ
た
幻
の
味
を
伝
承

全
国
に
も
フ
ァ
ン
が
多
い
名
店
の
味
が
秋
田
で
も
楽
し
め
る
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秋
田
出
身
の
漫
画
家
・
矢
口
高
雄

氏
作「
釣
り
キ
チ
三
平
」の
実
写
版
映

画
が
、
来
春
公
開
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
、
秋
田
県
内
で
は
こ
の
夏
か
ら
秋

に
か
け
ロ
ケ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
三
平
少
年
を
も
夢
中
に
し
た
イ

ワ
ナ
は
、
幽
谷
に
住
む「
幻
の
魚
」と

も
称
さ
れ
る
が
、
自
然
あ
ふ
れ
る
秋

田
で
は
、
弊
社
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど

走
っ
た
渓
流
で
も
比
較
的
簡
単
に
釣

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
す
が
に
、
三
平
少
年
が
追
い
か

け
た
よ
う
な
巨
大
イ
ワ
ナ
は
幻
と
な

り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
30
セ
ン
チ
オ
ー

バ
ー
の
い
わ
ゆ
る「
尺
イ
ワ
ナ
」も
さ

12

A
X
で
の
不
躾
な
注
文
に
も
快
く

応
じ
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
家
内
に
も
と
）名
酒
に
ふ
さ
わ
し
い

味
噌
醤
油
を
求
め
ま
し
た
ら
、
大
変
ほ
め
ら
れ

ま
し
た
。 

北
海
道
／
久
須
美
様

ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
気
に
召
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う

で
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
注
文
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

パ
ソ
コ
ン
、お
電
話
で
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
入
り
の
お
葉
書
が
素
敵

で
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
益
博
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。「
変
わ
る

家
族
　
変
わ
る
食
卓
」に
は
び
っ
く
り
で
す
ね
。

日
本
の
現
状
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
い
て
お
り

ま
す
。 

静
岡
県
／
佐
藤
様

突
き
詰
め
れ
ば「
豊
か
さ
の
捕
ら
え

方
」に
関
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
世
界
の
食
材
が
集
ま
る
日
本
は
、
ま
さ
に

世
界
に
誇
る
食
の
王
国
で
す
。
し
か
し
、
高
価

な
も
の
、
貴
重
な
も
の
を
食
す
る
こ
と
だ
け

が
、
豊
か
さ
の
体
感
方
法
で
は
な
い
は
ず
で

す
。
し
い
て
言
え
ば
、
そ
の
人
た
ち
の
生
き
方

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

他
共
に
老
人
と
呼
ば
れ
た
く
な
い

面
々
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て「
日
本

酒
研
究
会
」を
実
施
し
て
各
地
の
銘
酒
を
愉

し
ん
で
い
ま
す
。
今
回（
平
成
20
年
夏
号
）は
、

三
吉
25
度
と「
吟
醸
玲
琅
」を
購
入
し
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
／
池
田
様

ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
の
評
価
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
今
号
で
は
、
平
成
20
年
全
国
新
酒

鑑
評
会
金
賞
受
賞
酒
も
登
場
。
ぜ
ひ
お
楽
し

み
下
さ
い
。

ま
で
秋
田
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
蔵
」を
通
し
て
だ
ん
だ
ん

秋
田
に
も
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。 

静
岡

県
／
磯
部
様

毎
回
、
料
理
レ
シ
ピ
を
ご
提
案
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
応

募
数
も
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
展

開
も
現
在
考
案
中
で
す
。
さ
て
、
秋
田
の
件
で

す
が
、
わ
れ
わ
れ
秋
田
生
ま
れ
で
も
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
定

番
か
ら
新
発
見
情
報
ま
で
、秋
田
の「
生
」の
情

報
を
ド
ン
ド
ン
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
代
か
ら「
秋
田
み
そ
」を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
娘
、
息
子
も
結
婚
し
ま

し
た
が
、「
や
っ
ぱ
り
秋
田
み
そ
で
な
く
て
は
」

と
、都
会
育
ち
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
も
す
っ
か
り

フ
ァ
ン
で
す
。『
蔵
倶
楽
部
』の
料
理
レ
シ
ピ
も

と
て
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。お
料
理
特
集
と

し
て
ま
と
め
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。 
東

京
都
／
田
宮
様

お
味
噌
汁
は
ま
さ
に「
お
ふ
く
ろ
の

味
」。
家
族
の
味
の
基
本
と
で
も
い
え

る
で
し
ょ
う
か
。
レ
シ
ピ
を
切
り
抜
い
て
お
使

い
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
掲
載
で
き
な

か
っ
た
秀
作
も
多
く
、何
か
の
形
で
ご
紹
介
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

号
に
紹
介
さ
れ
た

『
強
首
温
泉
・
樅
峰
苑
』に
ぜ
ひ
訪
ね
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
秋
田
に
は
い
ろ
い
ろ
な

温
泉
宿
が
あ
る
の
で
す
ね
。 

宮
城
県
／
菅
原

様
ほ
か

か
つ
て
県
南
と
秋
田
城
下
を
結
ん
だ

大
動
脈『
雄
物
川
』に
も
近
く
、
遠
く

に
鳥
海
山
を
望
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
集
落

の
ま
わ
り
は
広
大
な
水
田
地
帯
。
9
月
中
旬

過
ぎ
に
は
、一
面
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
の
海
に
。

「
米
の
国
・
秋
田
」を
象
徴
す
る
よ
う
な
風
景
が

広
が
り
ま
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 酒菜

探訪
あきたの味

季
刊【
藏
】参
拾
九
の
巻

ほ
ど
珍
し
く
な
い
。
塩
焼
き
、
味
噌

田
楽
、
燻
製
・
・
・
と
調
理
方
法
も
多

彩
。
同
じ
渓
流
魚
の
山
女
魚
に
比
べ
、

野
性
味
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
で
、

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
オ
ス
ス
メ

し
た
い
の
が
骨
酒
。
内
臓
と
血
合
い

を
き
れ
い
に
取
り
、
素
焼
き（
お
好
み

で
塩
焼
き
で
も
Ｏ
Ｋ
）に
し
た
イ
ワ

ナ
を
熱
燗
に
浸
す
こ
と
数
分
。
お
酒

が
飴
色
に
な
っ
た
ら
飲
み
頃
。
浸
し

た
イ
ワ
ナ
は
、
身
を
ほ
ぐ
し
塩
と
粉

山
椒
を
ま
ぶ
し
て
い
た
だ
く
と
、
ま

た
ま
た
美
味
い
。興
趣
満
点
。ま
さ
に
、

幽
邃
の
世
界
へ
い
ざ
な
う
絶
妙
な
組

み
合
わ
せ
な
の
で
あ
る
。

＊秋田県内のイワナ・ヤマメ等の遊魚期間は3/21から9/20までです。

イ
ワ
ナ
の
素
焼
を
熱
々
の
日
本
酒
に
浸
す
だ
け

秋
田
の
自
然
に
心
酔
す
る
深
山
幽
谷
の
妙

広場

F

自

イワナの
骨酒

■
表
紙
の
人

今
月
号
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
伊

藤
貞
雄
さ
ん
。
生
ま
れ
も
育
ち
も

弊
社
の
あ
る
飯
田
川
。
昭
和
43
年

の
入
社
以
来
、
瓶
詰
め
部
門
一
筋
。

現
在
は
主
に
ケ
ー
サ
ー
（
1.
8
ℓ

瓶
を
6
〜
8
本
用
P
箱
に
入
れ

込
む
機
械
）の
管
理
担
当
を
し
て

い
ま
す
。
同
僚
、
後
輩
の
人
望
も
厚

く
、
職
場
で
は
愛
称
の「
貞
さ
ん
」

で
通
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃
は
テ

ニ
ス
、
弊
社
に
入
社
し
て
か
ら
も
ス

キ
ー
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で

し
た
。（
最
近
は
？
？
？
）。
写
真
の

バ
ッ
ク
は
男
子
休
憩
室
。
手
に
持
つ

の
は
も
ち
ろ
ん
愛
妻
弁
当
。
こ
れ
で

午
後 

の
仕
事
も
バ
ッ
チ
リ
！
で
す

母

山

今

夏


